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事業概要

産業電源
（大容量整流器）
〔世界シェア２位〕

電力変電
（大容量変圧器）

◆変 電
エネルギーを安定供給する電源設備

（環境分析装置）
〔国内トップクラス〕

産業変電
（受変電設備）

◆産業プラント
「電気＋熱」を主とした生産改革～省エネソリューション

◆産業計測機器
環境対策、安全・安心設備を実現する
機器・センサ

計測機器

◆設備工事 産業インフラを支える設備工事

放射線計測機器
監視制御
システム

（個人線量計）
〔国内トップシェア〕

主 要 顧 客
・鉄 鋼
・化 学
・自動車
・電 力
・鉄 道

生産時のエネルギー利用の効率化、設備の安定稼働を
ライフサイクルサービスで提供

工場エネルギーマネージメント
（モデル工場：当社山梨製作所）

【主な納入設備】
・駆動制御システム
・計測システム
・空調設備
・受変電、電源設備
・物流、搬送設備
・植物工場
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2015年度中期経営計画振り返り
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2015年度中期経営計画振り返り

2015年度
実績

2012年度
実績

2015年度
実績

2012年度
実績

サブセグメント別売上高（億円） 営業利益・営業利益率（億円）

連結調整 -85 -159
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2015年度
実績

2012年度
実績

国内・海外売上高（億円）

5.8%
6.4%

1,942
2,020

1,942
2,020

国内

海外

海外
比率

15% 14%

2015年度
実績

2012年度
実績

サブセグメント別受注高（億円）

-92 -153

1,822

2,233

130
113

+411

+125

-21

+138

+231

+78

+119

-29

+64

-3

増減

増減

+78

増減

+1

+77

+17

増減

産 業
計測機器

産 業
プラント

変 電

設備工事

 対2012年度
・国内省エネ・更新需要を背景に増収（+７８億円）、増益（+１７億円）
・受注高も大幅増加（+４１１億円）
・営業利益率は５．８％から６．４％にアップ

※2012年度実績は、2015年度までの事業組替を反映し表示しています
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2015年度中期経営計画振り返り（成果と課題）
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１．成 果（できたこと）

営業利益率（6.4％）・・・徹底したコストダウンにより利益確保

海外生産拠点の設立と統廃合

①タイ：開閉装置(ＦＭＴ）設立 2015年製作開始

②中国：配電盤/モルトラの撤退 2016年事業売却

アジアでのＭ＆Ａの実施 ・・・ 商材・商流等の獲得

①富士Ｔｕｓｃｏ社（タイ：変圧器） 2013年買収/2015年度より連結

②富士ＣＡＣ社（ベトナム：システム設計/制御盤） 2015年買収

③富士ＳＭＢＥ社（シンガポール：電機盤） 2014年買収

④富士Ｇemco社（インド：システム設計/駆動） 2016年買収
* パワエレ機器部門との連携

２．課 題

海外事業の伸び悩み

⇒タイ、中国の市場成長鈍化、輸出の減（中東）、現地化遅れ

産業プラント分野の新規事業立上げ遅れ

*
*

ＦＭＴ ：富士電機マニュファクチャリング(タイランド)社
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2018年度中期経営計画
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中期経営計画の基本方針
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【国内】

産業市場の変革に対応

インフラ投資、更新需要の継続取り込み

【海外】

現地化の加速で海外事業、特にアジアを拡大

 センサ・パワエレ・冷熱技術等のコア技術とＩｏＴ技術、

サービスのパッケージにより、お客様の設備／施設

ライフサイクルの最適化を実現

 機器ビジネスからシステムビジネスへの転換加速
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【アジア】
●国別 設備投資額伸長率（前年比）

●ASEAN５ヶ国のセクター別設備投資

78 85 90 95

41 41 44 4613 13 14 1441 40 39 40173 179 187 195

2015年 2016年 2017年 2018年

産業分野の設備投資額

食品流通

加工組立

素材

社会インフラ

*Billion 2005 US Dollar

出典：IHS Global Insight 2016年4月予測

【国 内】
（%）

2015年 2016年 2017年 2018年

製造業 110 104 105 105
素材産業 105 104 103 103

組立産業 115 105 106 106

非製造業・公共 101 99 100 100
電力・ガス 104 99 100 101

情報通信 97 97 100 100

流通（小売・卸売） 101 99 95 102

平 均 103 100 101 101

●業種別設備投資動向伸長率（前年比）

◆製 造 業
・素材産業は老朽化対策が主

・組立産業は自動車関連が高水準

◆非製造業

・2015年投資増の反動で 2016年は減少

・総じて横ばい状況と予測

設備投資動向

（%）

●まとめ（国内）

2015年 2016年 2017年 2018年

ASEAN 5ヶ国 103 104 104 104
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 100 102 104 104

ﾀｲ 106 105 104 104

ﾏﾚｰｼｱ 104 106 105 104

ﾍﾞﾄﾅﾑ 111 106 107 108

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 100 101 103 102

インド 106 108 110 110

中国 106 103 102 104

出典：富士経済グループ
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市場予測

＜国内予測＞
2015→2018年 （ＣＡＧＲ）

＜海外予測＞
2015→2018年 （ＣＡＧＲ）

・ＩｏＴを始め、ものづくり変革、
サービス需要は拡大

・電力自由化を背景とした投資
が拡大

・オリンピック、老朽化による
社会/産業インフラ再整備も進展

・ＴＰＰによる物流改革継続

・中国１００％
投資の伸びは弱まるものの
環境関連、ＦＡ・自動化が拡大

・アジア１０４％
エネルギー需要が拡大、生産
設備の投資が加速

103%102%

出典：当社顧客の設備動向による推定
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事業計画

112

営業利益・営業利益率（億円）国内・海外別売上高（億円）

14%海外比率

国 内

海 外

産業プラント

変 電

産業計測機器

設備工事

サブセグメント別受注高（億円）

-146連結調整

＋49

＋54

＋113

-35

サブセグメント別売上高（億円）

-151

＋17

＋39

＋78

＋61

＋173
＋190

増減額

＋57

＋133

＋22

増減額

増減額 増減額

＋190

2015年度
（組替後*）

2015年度
（組替後*）

2015年度
（組替後*）

2018年度
中期経営計画

-155

2015年度
（組替後*）

-156

16%

134

※2015年度実績は、2016年度における事業組替を反映し表示しています。

組替内容：コントローラの所管変更（産業計測機器→パワエレ機器）
植物工場、物流の所管変更（食品流通→産業プラント） 12

2018年度
中期経営計画

2018年度
中期経営計画

2018年度
中期経営計画
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重点施策

 国内事業の拡大

 ＩｏＴを軸としたシステム・サービス事業の拡大

・自社工場での取り組みの展開

・設備診断を起点としたサービス事業の拡大

 コア商材をベースとした伸長分野での新規事業拡大

・ＩＤＣ，物流，植物工場分野への注力

 アジア事業の拡大

 Ｍ＆Ａを活用した現地完結型ビジネスの強化

・アジア事業戦略の強化

・現地生産（機器～システム）体制の強化

 環境対策事業の拡大（中国 ⇒ アジア）

ＩＤＣ ：Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｄａｔａ Ｃｅｎｔｅｒ
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（クラウド型総合設備管理サービス）

14

ＩｏＴを軸としたシステム・サービス事業の拡大

 各種現場機器，センサ＋サービスの実績をベースにＩｏＴへ進化
 ライフサイクルに亘る高付加価値サービス・商材を提供
 2018年度には、ＩｏＴ関連製品・システムの売上高比率２０％を目指す

保全サービス
設備台帳

予備品管理

点検記録

保全支援

稼働監視サービス
異常兆候解析

稼働監視

劣化診断

トレーサビリティ

ＥＭＳサービス

需要予測／需給計画／最適制御

最 適 化
エネルギー/環境/ライン/プロセス制御等

現場機器

センサ

接続機器

変電所 素材工場 データセンター 物流センター 植物工場組立工場

お客様設備

垂
直
統
合

ビルディング

BIG DATA

ライフサイクルに亘る高付加価値サービス
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自社工場での取り組みの展開

 自社工場にＩｏＴを先行導入して実証およびショールーム化

 工程／設備／ライン単位でサービスを含めパッケージ化

富士電機/自社工場での実証 ＩｏＴプラットフォームの構築

パッケージで提供

15

手組立ライン 人-ロボ協調 ロボット組立 自働化ライン

受注 調達 生 産 物流 販売

自律
フィード
バック
指示

最 適 化

設備稼働状況データ

IｏT

設計改革，品質向上，棚削減，リードタイム短縮 等 ＰＬＭのモジュール化とデジタル化（省エネ，予防保全等）

お客様の課題解決（効率最大化、トラブル未然防止、故障機器特定）に貢献

ＰＬＭ：Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｌｉｆｅｃｙｃｌｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

コア製品 直接接続

・制御システム

・環境計測装置

など

ゲートウェイ接続

コントローラ、インバータ、
センサ 等

統合クラウド基盤

インターネット／LAN

相互通信／セキュリティ

エッジ(IoT)コントローラ

相互通信／セキュリティ 相互通信／セキュリティ
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 プラント設備診断により顧客の潜在的な設備更新需要を喚起

 設備更新を切り口にプラントの全体最適化提案へ

 2018年度 サービス売上高比率３５％を目指す（2015年度 ３１％）

設備診断を起点としたサービス事業の拡大

潜在的更新需要例 設備診断・監視メニュー

更
新

設備診断

異常兆候発見

（高度データ解析）

納 入

保全提案

保
守

劣化発見

余寿命判断

高度データ解析

発売
済み

独自の解析技術で異常兆候を発見

多変量統計的
プロセス管理

油入変圧器の
高精度余寿命診断

独自の予測・診断技術による

独自の無線式振動センサによる

回転機の
振動監視システム

独自技術でセル単位の劣化を発見

電源設備の
バッテリー劣化診断

高圧遮断器の
劣化診断

独自の解析技術で劣化を自動判定

発売
済み

クラウド

クラウド

クラウド

9月発売
予定

クラウド

発売
済み

発売
済み

■変圧器 ■遮断器 ■開閉器 ■配電盤・制御盤・開閉装置

受変電機器納入実績(国内)

メニュー拡大

16
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コア商材をベースとした新規事業拡大

17ＥＰＣ：Engineering, Procurement and Construction 「設計・調達・建設」

 エネルギー・環境の最適化を必要とする施設を一括請負（One Stop）で提供

（当社の強み）

・ＥＰＣから保守サービスまでをパッケージで提供

・受変電設備からエネルギー制御、管理まで安全・安心の省エネ化を実現

・空調設備および制御システムで安全・安心の環境最適化を実現

・お客様の運用および運転人材育成を含めたサポートサービス

 産業プラント分野・新規事業で＋６９億円の売上高拡大を図る
（2015年度 86億円 ⇒ 2018年度 155億円）

ＩＤＣ 物 流 植物工場

（写真提供：ﾌｨﾌﾞｲﾝﾄﾗﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱様）
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ＩＤＣ（データセンター）分野の拡大

青い森クラウドベース㈱様

施設ＥＰＣ および アジア展開

間接外気空調
（省エネ技術）

モジュール型ＩＤＣ
（雪氷冷房を適用：世界初）

ビル型ＩＤＣ
（屋内設備一式施工）

コア商材（電気・空調の高信頼技術）

㈱インターネットイニシアティブ（ラオス）様

コンテナ型ＩＤＣ
（高圧受電＋自家発電設備）

ＵＰＳ
（パワーデバイス技術）

受変電設備
（省エネ配電技術）

空調・エネルギー管理システム

 モジュール型 ／コンテナ型 ⇒ ビル型のラインアップで実績拡大

 国内実績をベースにアジア展開を加速

Kingsland Development （ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）様

ＵＰＳ：Uninterruptible Power System 
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物流分野の拡大

コンベア制御エンジニアリング

要冷設備エンジニアリング

超低温（－55℃）
冷凍庫

低温物流センター

大規模宅配便物流センター

コア商材（ＩｏＴ／センサ）

解析により保守および運用効率改善サポート

映像解析

シミュレーション・予測

 コンベア制御・要冷設備エンジニアリングの実績拡大

 高度解析・予測技術によるライフサイクルサポートの提供

（写真提供：ﾌｨﾌﾞｲﾝﾄﾗﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱様）

EMS ： Energy Management System
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植物工場分野の拡大

コア商材（複合環境制御システム）

受変電設備

事業立案から運用保守までサポート

施設ＥＰＣ

太陽光利用型

完全人工光型

苫東ファーム㈱様（当社出資）

あずまー植物工場㈱様
（契約先：㈱森久エンジニアリング様）

 太陽光利用型、完全人工光型ともに実績拡大

 苫東ファーム等の運営実績を活かし事業を拡大 ⇒ 海外展開をスタート
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(億円)

アジア事業の拡大（基本戦略・計画）

アジアを中心に現地化を推進し、事業拡大する（海外販社15-18売上高伸長率 135％）

◆ ＡＳＥＡＮ戦略の強化（権限移譲による施策展開のスピードアップ）

⇒アジア事業戦略室の新設（シンガポール）

◆ 現地生産体制の強化による地産・地消・地設の実現

⇒ タイでの変電機器生産の拡大（富士Tusco社，ＦＭＴ）

⇒ ベトナムでのシステム設計／制御盤生産の立ち上げ （富士ＣＡＣ社）

地域別海外売上高

中国

アジア

2015年度
実績

2018年度

中期経営計画

欧州
米州

287

344
増減額

＋11
＋2

＋13

＋31

＋57

212 243 

40 
53 22 
24 

13 

24 

21

サブセグメント別海外売上高

産業プラント

変 電

産業計測機器

設備工事

2015年度
実績

2018年度

中期経営計画

増減額

＋17

＋22

＋10

＋22

＋57

287

344

連結調整 -140
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ASEAN戦略の強化

アジア事業戦略室をアジア･パシフィック地域統括会社に新設（2016年4月）

➡ アジア事業戦略を横断的に立案し、域内事業を最適化・迅速化

➡ 域内のマーケティング、エンジニアリング、コーポレート機能を統括

◆市況・市場分析

◆製品戦略

◆価格戦略

◆チャネル戦略

コーポレート機能 統括

＜狙 い＞
◆個別運営していた産業・パワエレ事業

を一体運営し、当社の強みを最大化

◆域内に分散している販売・エンジ・生産
拠点を統括しサプライチェーンを最適化

事業機能 統括

・変電所から施設電機、
オートメーションまで
幅広くカバー

・ターンキープロジェクトから
小規模システムまで
フレキシブルにカバー

22
ＦＡＰ ： 富士電機アジアパシフィック社 ＦＥＶ ：富士電機ベトナム社

ＦＥＩＤ ：富士電機インドネシア社 ＦＥＴ ： 富士電機（タイ）社

アジア事業戦略室

マーケティング エンジニアリング
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FMT
（タイ）

FET
（タイ）

富士Tusco
（タイ）

富士Gemco
（インド）

富士SMBE
（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾏﾚｰｼｱ、豪州）

配電盤

FAP
(シンガポール)

富士CAC
（ベトナム）

開閉装置の本格生産

電力用変圧器の本格生産

モルトラの生産開始（2015年12月より）

アジア現地生産体制の強化

電力用変圧器 開閉装置

★販売拠点

★

★

アジア事業戦略室が域内サプライチェーンの連携を強化

➡ 販売・エンジニアリング・生産拠点を有する現地完結型事業を展開

➡ Ｍ＆Ａ活用によるサプライチェーン補完

生産拠点

エンジニアリング拠点

M&A

M&A

M&A

M&A
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環境対策事業の拡大

最新の機器を核にして、グローバルな環境対策ニーズに応える

◆中国からアジアへ拡大
◆ガス分析計、集塵機等のパッケージ展開

レーザ式分析計

安全・安心な
環境対策に貢献

24

湿式スクラバ
排ガス中のSO2,PM除去

電気集塵機
排ガス中のPM除去

トンネル付近の大気
環境改善に貢献

汚染源特定分析

道路トンネル
換気設備

連続排ガス測定

赤外線式分析計

汚染源の除去
船舶向け排ガス
浄化システム

安定した連続測定を実現

エアロゾル
複合分析計

PM2.5の主要成分をリアルタイム
に定量分析し、環境汚染対策に
貢献するオンリーワン製品

2015年十大新製品賞
受賞

分析 測定

環境汚染対策
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設備投資・研究開発

主な内容
・変電試験設備の増強（千葉工場）
・製造合理化の強化（東京工場）

主な内容
・ＩｏＴ対応開発（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ含む）
・産業物流システム
・海外規格対応（センサ、開閉装置等）

設備投資額（億円）

65 74

増減

＋9

2016-2018年度
累計

2013-2015年度
累計

研究開発費（億円）

133 132

2016-2018年度
累計

2013-2015年度
累計

25

 設備投資：基盤となる国内工場への投資を増加

 研究開発：ＩｏＴ対応開発およびコア商材の強化に注力

増減

-1

※研究開発費をテーマに応じてセグメントに分類したもので、決算短信記載の数値とは異なります。
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１．本資料および本説明会に含まれる予想値および将来の見通しに関する記述・

言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいておりま

す。その判断や仮定に内在する不確実性および事業運営や内外の状況変化

により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社

は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので

はありません。

２．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する

ものではありません。

３．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。

注記
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